第５学年　英語科学習指導案
指導体制　TT（HT／ALT）
１．単元名　　　　　Discover the World
２．単元について
（１）単元観
　本単元は，「○○○」を受けて設定しており，扱う内容は，次のとおりである。
＜コミュニケーションへの関心・意欲・態度＞
・国や地域について，友だちと紹介し合う楽しさを体験すること。
＜コミュニケーション能力＞
・友だちに自分の興味のある国について紹介したり，友だちの発表を聞きとったりすること。
＜言語や文化に対する関心・理解＞
・国の呼び方が日本語と違うことに気付くこと。                      
・世界には様々な国があり，国ごとに特色があることに気付くこと。
　本単元のねらいは，英語での様々な国名の言い方を知り，"I'm in ..."，"I can see ..."という表現を使って自分の興味のある国について紹介し合うことである。この内容は，外国語活動教材Hi, friends! 2 Lesson 5で扱われている。そこでは，"I want to go to ..."，"I want to ..."という表現も使われているが，本校では，これらの表現は道案内などの他の学年・単元で身につけているため，本単元では，"I can see ..."という表現を中心に扱うこととする。
　2020年オリンピック・パラリンピックの開催地が東京に決まっている。また，社会科でも，産業や貿易の学習の中で，外国とのつながりについて学んでいる。この時期に国名やその国ならではの歴史的建造物，自然，名産品など（以後，略して「シンボル」と称す）などを知ることは，大変有意義であると考える。本単元の学習をとおして，一層外国への興味・関心が高まることを期待している。
（２）児童の実態（5年1組 27名）
　本学級の児童は，素直で明るい。しかし，目立ったり間違えたりすることを嫌う児童が多く，学級全体に「空気を読みすぎる」傾向がある。
アンケート調査の結果から一部を抽出し，その傾向を分析してみた。
	
	人数（人）
	割合(%)

	英語が好きですか。
好き
　どちらかと言えば好き
　どちらかと言えば嫌い
　嫌い
	13

14

 0
 0
	48.1

51.9

 0.0
 0.0

	英語の時間で楽しいと思うのは，どういう時ですか。
（複数回答）
　歌
　挨拶
　新しい言葉を練習する
　英語を使って，友だちや教師と話す
　担任とALTが話すのを聞く
　いろいろな国の様子を聞く
　いろいろな場面の会話の練習をする
　ゲームをする
　いろいろなものを作る（カード・メニューなど）
	18
 4

14

 9

 4

 4

 9

25

 6
	66.7
14.8

51.9

33.3

14.8

14.8

33.3

92.5

22.2

	英語の授業の内容がよくわかりますか。
　よくわかる
　だいたいわかる
　あまりわからない
　わからない
	4
18
 3

 1
	14.8
66.7

11.1

 0.4



この結果を見ると，英語は好きであるが，楽しいと思う活動には偏りがあることがわかる。また，「授業の内容がよくわかるか」という点では，11.5％の児童が否定的な回答をしている。
そこで，本単元では，「好きな活動を」大事に扱いながら，英語に対してより前向きな気持ちがもてるようにしていきたい。具体的には，「新しい言葉を練習する」場面で好奇心をくすぐり，「ゲームをする」をとおして楽しく反復練習させることで自信をつけさせ，「友だちや教師と話す」喜びを味わえる機会を増やしていく。また，プレゼンテーションの場面の見せ方を工夫することで，「担任とALTが話すのを聞く」ことを楽しませるとともに，様々な各国のシンボルを紹介する活動をとおして，「いろいろな国」に興味を持たせていきたい。また，単元の終末で，自分の選んだ国について紹介するというタスクを与えることで，単元をとおして意欲的が継続していくようにするとともに，「できた。」と実感できる発表の場を作ることで，「授業の内容がよくわかる」という自信をつけさせていきたい。
３．単元の目標
  ○国や地域について進んで紹介しようとする。（関心・意欲・態度　※以下「関・意・態」と表記）
　○国や地域について調べたことをわかりやすく伝える。（コミュニケーション能力　※以下「コ能」）
　○世界の国々の様子について関心を持つ。（言語・文化に対する関心・理解　※以下「言・文」）
４．単元の評価規準
　○国や地域について進んで紹介しようとしている。（関・意・態）
　○国や地域について調べたことを資料で提示したり，表情や動作をつけたりしながらわかりやすく伝えている。（コ能）
　○自分の選んだ国について，書物やインターネットなどを使って進んで調べている。（言・文）
５．指導計画
　・世界の国々に興味をもつ。・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・1，2M
　・外国の国旗と国名，位置などに関心をもつ。・・・・・・・・・・・・・・・・・・3～4M
　・いろいろな国のシンボルを知り，世界の国々に興味をもつ。・・・・・・・・・・・5，6M
　・いろいろな国のシンボルの表現に慣れる。国名を表す英語の文字に関心を持つ。・・7～8M（本時）
　・レポーターと聞き役になって，色々な国のシンボルについて会話をする。・・・・・9，10M
　・自分で選んだ国や地域について調べる。・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・11～12M
　・発表の準備をする。・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・13，14M
　・発表をする。・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・15～16M
６．本時の目標
  ○「Memory Game」をとおして，会話や国とシンボルを合致させる活動を楽しむ。（関・意・態）
　○「What Country Is It? Game」をとおして，英語の文字に関心を持つ。（言・文）
７．本時の評価規準
　○「Memory Game」の中で，はっきりと会話をしたり，国とシンボルを合致させる活動に進んで参加したりしている。（関・意・態）
　○「What Country Is It? Game」の中で，友だちと協力しながら，国名の文字を並べている。（言・文）
８．本時の展開　（７～８／１６Ｍ）過　程
	過　程
（時配）
	ク　ラ　ス　で　の　活　動
	備考（教材・教具・歌・ゲーム等）

	
	児童の活動
	担任の活動
	ALTの活動
	

	Greetings (1)
	Good morning.
I'm (fine, great, OK, ...)
	Good morning.
I'm (fine, great, OK,...).
	Good morning.
How are you?
	

	Warm Up (5)

Presentation
(3)
Review (5)
Activity①
(15)

Activity②
(10)
Consolidation

(5)
	・曲に合わせて大きな声で歌う

・ALTとHTの会話を聞く。

・ALTのあとに続いてくり返し発音する。



・振り返りカードを書く。
・国とシンボルの関係を理解しながら楽しく会話をすることができたか。
・文字に関心をもつことができたか。
	
・児童とともに大きな声で歌う。
・スタジオにいるアナウンサー役になり，テレビに映ったレポーター役のALTと会話をする。
・レポートした国と見えたものを確認する。
・該当する国旗のカードを指しながら，児童と共に大きな声で発音する。



・活動の中で頑張っていた児童や発表した児童のいいところを認め，ほめる。
	・Let’s sing a song.
・廊下に設置したポスターの前に立ち，レポートをする。
・ジェスチャーを付けながら，わかりやすく話す。
Repeat after me.
・国のシンボルのカードを見せながらテンポよく発音する。
【ALT・HT】
・活動のめあてを確認する。
「国とシンボルの関係を理解しながら楽しく会話をする。」
・各グループを回り，国名やシンボルをうまく言えない児童がいたら支援する。
・カードを引くことばかりに夢中にならず，しっかりと発音するように声をかける。
・大きな声で上手に発音している児童を認め，ほめる。
・最後に何枚カードを取ることができたか全体に聞く。
・上手に会話できていた児童数名に，全体の前で発表をさせる。
【ALT・HT】
・活動のめあてを確認する。
「文字に関心をもつ（つづりを覚える必要はない）。」
・ゲームを進める時に，質問や国名の英語をしっかりと発音させるようにする。
・アルファベットカードを並べるのに戸惑っているグループを支援する。
・協力して上手に進めているグループを認め，ほめる。
・アルファベットカードはあらかじめ国名が作れる分の大文字と小文字のカードをそろえておく。
・何人かの児童にカードを見せてシンボルを発音させたり，それに合致する国名を答えさせたりする。
	CD
マイク
該当する国のポスター
TV
カメラ
世界地図
国のシンボルのカード（絵や写真）
国旗カード
国のシンボルのカード（小）
国旗のカード（小）
国や地域のカード（大）
マグネットの付いたアルファベットカード（小）
ホワイトボード
振り返りカード

	Closing
(1)
	Good-bye.
See you.

Have a nice day!
	Good-bye.
See you.

Have a nice day!
	That’s all for today.

Good-bye. 

Have a nice day!
	


レポーターとのやりとりの会話を確認する





いろいろな国のシンボルの言い方を復習する。





①4～5人のグループに分かれ，グループごとに行う。国旗のカードとシンボルのカードを分けて裏返しにして広げる。


②グループ内で順番を決める。自分の番でない児童全員で‟Where are you?”と聞く。順番の児童は国旗のカードを1枚表に返し，その国名を‟I’m in …”と答える。続けて全員で，‟What can you see?”と聞き，同じ児童がシンボルのカードを1枚表に返し，‟I can see …”と答える。


③国旗のカードとシンボルのカードが正しい組み合わせになっていたらカードをもらうことができる。組み合わせが合っていなかったら，次の人の順番になる。


④たくさんカードを取った人が勝ち。





What Country Is It? Gameをする。





①5～6人のグループにを作り，グループごとにアルファベットカードとホワイトボードを用意する。


②黒板に国や地域のカードを貼っておく。（カードには国旗と共に国名を文字表記しておき，参考にできるようにする。）


③全員でALTに‟What can you see?”と尋ねる。


④ALTの‟I can see …”という答えを聞き，それに合致する国名のつづりをアルファベットカードを並べて完成させる。（グループで協力して行う。）


⑤できたら手をあげ，HTに指さされたら，グループ全員で‟（You are in） …”と国名を答える。その時に，アルファベットカードで国名を正しく並べられていたら2点を与える。カードの文字が1，2個間違っていても，国名が合っていたら1点とする。


⑥1番得点の多かったグループが勝ち。





“It’s a Small World”を歌う。





H T : Hello. Where are you?


ALT: I'm in China.


H T: What can you see?


ALT: I can see the Great Wall.


H T: Really?


ALT: Yes. It's very long!


H T: Wow! I'd like to see that! Thank you very much.


ALT: You're welcome.


























windmill, tulip garden, the Statue of Liberty, the Eiffel Tower, Niagara Falls, koala, kangaroo, double-decker, the Great Wall, the Great Pyramid, elephant, etc.











Memory Gameをする。





今日の活動について振り返る。








